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研 究 主 題

自分 らしい思いを生か し,自 ら表現 しようとする子供の育成

1研 究主 題設 定 の 理由

今,私 たちを取 り巻 く社会は刻々と変動 しており,以 前の概念では考え られないほど価値

観や生活環境 も移 り変わ っている。高度な科学技術によ りもたらされ る様々な惰報,急 速に

進む国際化,自 然環境の悪化等,子 供を取 り巻 く周囲の環境 は,我 々大人が子供だ った頃か

らは比べよ うもな く変化 してお り,そ れ と共に今の子供たちが大人にな る21世 紀 は,従 来

の法則や考え方ではその進展の方向 も予測で きるような状況で はな くな って きている。そ こ

で,こ のよ うな時代に柔軟に対応 し,心 豊かに主体的,創 造的に生 きていけ る子供の育成が,

学校教育に切に求 められている。すなわち,こ れか らの教育では,一 人一人が 自分の よさや

可能性 を発揮 し,生 涯 にわたって豊かな自己実現を目指せ るようにすることが重要にな って

くる。その中で創造性を養 う図画工作科の担 う役割は大 きい。 これか らの社会に対応するた

め図画工作科で養 う能 力として次の ことを重視 したい。

(1}様 々な周囲の状況を適切に判断 し,敏 感にとらえることので きる感性や造形感覚。

(2)得 た情報を整理 し,自 分なりの発想や考えか ら魅力ある新 しい価値を生み出す構想力。

(3)そ の価値をそれぞれの表 し方で,周 囲の人や環境に働 きかけ,伝 えるための表現 力。

このような自分のよさとしての能力を伸長 し,子 供の本質的な創造力に目を向けた授業の

展開をっ くり出すことが必要である。 また,そ の中での活動や成果を,周 囲にも自分にも価

値ある充実 したものとするためには,そ の動機であるテーマが子供 自らの内発的な夢や憧れ,

願い,愛 情のある思いに根ざ した ものであることが何に もま して重要である。

以上のような観点か ら本研究では,「 よりよ く生 きたい,よ り自分 らしく在 りたい」とい

う願いや夢か ら生 まれ る子供一人一人の思いを生か し,主 体的な創造性に根 ざ した造形表現

がで きるよう指導の手立てを模索す ることに し,上 記の研究主題を設定 した。

2研 究 の 概 要

図画工作科における表現活動を,一 人一人のよさや自分 らしさを生 か した主体的な ものに

す るためには,ま ず個 々の子供の存在を尊重 し,そ の思いや願 いを認め,支 援 してい く教師

の姿勢や学習環境が保障されなければな らない。その上に立 って こそ子供たちは 「思い」の

芽をふ くらませ,様 々な試行錯誤を経 ることによって,自 ら表現力を伸ばす ことができる。
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その実現に向けてこれか らの図画工作科の学習は,指 導する側の一方的な題材の提示や,技

術,技 法伝達型の指導といった土壌か らの大 きな変革を求め られている。

そ こで本研究はr豊 かな自己表現のために,自 分のよさを認識 し,よ さを生か して,自 分 ら

しい自由な表現活動ができるように,支 援 してい く指導の在 り方に焦点を当てた。そのために,

子供の もっている思いをどの様に して汲み取 り,励 ま し,拡 げてい くかというr造 形感覚』を

もとに した掘 り起 こしと,子 供が思いを具現化 してい くときに自分 らしい表現を求 めて色々な

試みや,選 択や,工 夫を してい くことので きる,r主 体的な表現力』の拡が りを目指 して具体

的手立てを模索 し,研 究を進めてい くことに した。

また,子 供が願いや夢の実現へと自 らの力を十分に発揮 し,意 欲的に表現できるたあには,

まず一人一人が 自分のや っていることや発見 した ことに自信をもて るよ うにすることが大切で

ある。その上で他者のよさに も気付 き,お 互いに響 き合い,感 じ合い,認 あ合える環境があれ

ば更 に触発され一人一人の思い も大 きくはぐくまれ る。そのような教師 と子供,子 供同士の信

頼関係をはぐくむ ことは自己実現をあざす授業の重要な基盤になると考えた。
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ll研 究 の 内 容

1研 究 全体構 想図

研究テーマ

自分 らしい思いを生かし、自ら表現しようとする子供の育成

授業の創造

A分 科会

〈基盤となるもの〉

教師と子供 ・子供同士の信頼関係をはぐくむ

①題材開発と提案の工夫

②心的な環境 ・援助の工夫

③物的な環境 ・援助の工夫

(授業実践 ・実態調査)
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B分 科会

(教師の手だて)

自分らしい発想を生かし、

豊かな表現力をはぐくむ

〈内発的表現 〉

①題材開発と提案の工夫

②心的な環境 ・援助の工夫

③自分らしい表現要求を

知る手立ての工夫

(授業実践 ・実態調査)

心の充実

感動、成就感、満足感、協力す る喜び

生涯学習

臼己実現

よさや可能性の発揮、豊かな生 き方

2研 究 の 内容

子供の思いと主体的な表現 は,共 に働 き掛け合いなが ら深化 してい く共生の関係にある。

すなわち,共 に呼応 しなが ら作品として形象化 され,思 い も具現化 され る。そ こで本研究を

進めていくために 「思いや感性か ら生 まれ る,造 形感覚をは ぐくむ」 ことと,「 自分 らしい

発想か ら生 まれ る,主 体的な表現力をはぐくむ」という二つの内容を柱 としてA・B二 っの

分科会を設定 した。A・B両 分科会 は相互の関連を図 り,研 究課題の解決を目指 した。
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OA分 科会(自 分 らしい思いを生か し,豊 かな造形感覚をは ぐくむ指導法の工夫)

身の回 りの木切れや小石などを並べたり,重 ねた り繰 り返 し試 しなが ら表現製作 してい く中

で,子 供はイメー ジをふ くらませ想像の世界へ没入 してい く。冒険旅行に出発する夢を描 きな

が らつ くった り,つ くっている ものに愛 らしさやいたわ りの気持ちを表 したりする。このよう

に楽 しみなが ら表現す る中でふ くらんで くる夢や憧れに満 ちた心情を 「思 い」と呼びたい。一

方,不 安や怒 り,悲 しみ とい った心情 も製作の動機 となることがあ る。 これ らの心情 は,願 い

望む姿と現実との違い等によ って生 まれる。教師は,こ れ ら全ての子供の思いをあるが ままに

受け止め,「 より自分 らしくありたい」という子供の内発的な要求に寄 り添い,援 助の方向を

探る必要がある。 また,子 供には,そ れぞれ自分の好 きな形や色,表 し方がある。気にい った

形になるよ う,何 度 もこだわ り描いた り,響 き合いを味わいなが ら彩色 したりする。このよう

な製作を夢中にな って行 うことで,満 足感や喜 びを味わう。一人一人の このよ うな造形感覚は,

思いと同様 に,子 供の成長の過程で芽生え育 って きた ものであ り,各 々の子供の成長の歴史で

あ り,他 の物 と置 き換え られない貴 いものである。

以上のよ うな視点か ら,A分 科会では子供の思いを生か し,造 形感覚をはぐくむ指導の具体

的な手だてを探 ることを研究の中心 とした。

,OB分 科会(自 分 らしい発想 を生か し,豊 かな表現力をはぐくむ指導法の工夫)

自分 らしさに自信を もち,自 分なりに感 じたことや考え,思 いっ きか ら主体的に製作す ると

き,そ れぞれの子供は,豊 かに 「自分のよさや可能性 」を発揮することがで きる。それは,新

たなる自分への 自信,生 きる喜 びやカへとつなが ってい く。

子供は,内 か ら発するイメージや思いか ら,材 料を選択 した り,選 択 しなが ら表現の内容な

どを考えた り,新 たなひらめ きを得て,っ くり方や表 し方を様 々に工夫 してい く。 また,そ こ

か ら更に新 しい思いや発想がっ くりだされるのである。 このよ うな子供の創造的な表現に対 し,

子供の意思とは無関係 に技法やテーマが教師か ら一方的に与え られ るのであれば,子 供 は自分

らしさを発見で きず意欲 も失われ る。そこで,主 体的な子供の表現をは ぐくむために,子 供の

内発的な表現の動機や意欲,構 想を大切に し,子 供中心の授業をっ くり出す ことが必要 とな っ

て くる。 しか し,今 日の情報過多等の社会状況の中で,自 分 らしさ,自 分な りの思い,自 分の

表現活動のよさに気づかず に悩む子供 もいる。主体的な造形活動を推進 してい くにはそのよう

な子供への援助を欠かす ことはで きない。

以上のような視点か ら,B分 科会では,子 供の主体的な活動を中心 に据え,そ の子 ら しい発

想を生か し,豊 かな表現力をは ぐくむ指導の具体的手だてを追究す ることを研究の中心 とした。
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1ーー 分 科 会 の 取 り 組 み
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自分 らしい思いを生か し,豊 かな造形感覚をは ぐくむ詣 導の工夫1A分科 会

(1)具 体的手だて

造形的な思考力や判断力に とってかかせない直観的 に働 く能力である造形感覚は,自 分 ら

しい思いをふ くらませる力とともに働 くことによって,創 造活動の基礎的能力となる。子供

が 自分 らしい思 い ・感覚に自信を もち,主 体的に活動 してい くだめの手だてとして次の3本

の柱を考えた。

① 題材の開発と提案の工夫

ア 魅力ある題材の開発

・全身の感覚を活動 させ,感 動的体験 ・季節感等を味わわせ るものの工夫

・材料の選択r組 み合わせの工夫(多 様 な素材 ・未知の ものとの出会いの場の設定等)

イ 子供の思いを広げ,造 形感覚を活性化させ る提案の工夫

・題材名の工夫(児 童の発想 ・意欲を喚起 し,個 を生かす題材名への ステ ップア ップ考察)

ス

テ

ッ

プ

ー

内容 や 方法を 表 した だけ ・固定 的

粘{一.を高 く積ん で ・粘fの タワー

新聞紙を丸めて作ろう ・張 り アの虫

釘打 ち遊びか ら ・木切れの動物

身の回 りの物を 集めで ・私た らの家

⇒

ス

テ

ッ

プ

2

幅広いが抽象的で見通しが持てない

お しゃれなのびのび くん

私の 考えた虫 ・不思議な虫

おも しろい動物 ・木切れの変身

楽 しい部屋 ・住孟でみたい家

⇒

ス

テ

ッ

プ

3

内容をつ かませ ∫供 の心 をと らえ る

のびのび くんの ファ ノション ・シa一

へんて こりん虫がやってきた

不思議 な生 き物 とげとげe⊂)

ぼ くらのか くれ家 ・秘密 基地

・導入における働 きかけ,表 現以前の活動の工夫(戸 外へ 出る ・全身的活動 ・素材体験等)

・子供に見通 しを もたせ,製 作への自信を もたせ る資料提示(効 果的な作例 ・機器の活用)

② 心的な環境 ・援助の工夫

ア 発問,助 言,評 価(座 席表等によるチェ ック,夢 カー ド・発明カー ド等製作表での交流)

・指示的語調を排除 し,子 供自身に考えさせ,主 体的製作意欲を もたせ る言葉かけの工夫

・子供を認め励 ます言葉かけの工夫 ・表現の多様性 に気付かせてい く言葉かけの工夫

イ 子供の相互作用の場の工夫(作 品発表会 ・鑑賞会 ・伝言ボー ド・アイディアプ レゼ ン ト)

ウ 子供の思 いを知 る手だての工夫(こ まったさんカー ド・夢の募金箱 ・作品コマー シャル)

③ 物的な環境 ・援助の工夫

ア 学習の場 学習形態の工夫(ヒ ン トコーナー ・テクニ ックコーナー ・作業 コーナー等)

・個々の選択,製 作過程に対応で きる場 ・教室の枠を越えた体験的活動の場

イ 物理的援助の工夫(材 料コーナー ・資料 コーナー ・道具コーナー ・機器コーナー等)

・豊富 ,多 様 な材料,参 考資料,用 具等を準備 し,で きるだけ自由に使えるよ うにする。

ウ 環境構成の工夫(ミ ニギ ャラ リー ・こんな もの見付けたよコーナー ・校庭の動植物等)

・造形感覚を刺激 し,創 造性を高め る日常的な環境構成を校内,校 外において工夫す る。
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② 具体的な題材 と主題にせまる指導の手だて

題材名(学 年)内 容 ① 題材の開発と提案の工夫 ② 心的な環境 ・援助の工夫 ③ 物的な環境 ・援助の工夫

春をさがしに行こう(2年) ・戸外の空気 の匂 い ・きらめき ・植 ・イメージの広がる発問の工夫 。春を動 ・に感じ取ることのできる

物の息吹等を全身で感じ取らせる。 r春の空気はどんな感じ?」 日常的な校庭環境設定や近隣におけ
春の公園を散歩し、全身で ・セロファンに絵の具でかきクレヨ t春の校庭にはどんな動物がい るそれにふさわしい場所の選定

感 じた雰囲気から生まれたそ ンをぼかした台紙と重ね合わせる効 た ら楽 しいかな。」 ・セ ロフ ァンを使 った効果、 クレヨ

れそれの思いを絵に表す。 果をねらった新鮮な技法の導入。 「春にはどんisこ とがかわる?」 ンのぼかしの効果を示す作例準備

のびの びくんのフ ァッション ・具体的な形を目指す以前に粘土を

1

。発問 「粘土で高い タワーをつくろ ・好きなだけ使える粘土の用意

シ ョー(2年) 思いのままに積み上げていく活動で うね 。 ∫

粘土を高く積み上げた形か 粘土の感触を楽しみ思いを広げる。 「何に見えてきたかな?」 ・いろい ろな材料を ス トックした材

ら発想して、身の回りの物で ・自分の見ρけた物との組み合わせ 「フ ァ ッシ ョン シ ョー だ よ、 料 コーナー(木 の葉 ・枝 ・木 の実 ・

飾 りなが らつ くる。 を試行錯誤 しながら考える。 素敵 なお しゃれ を しよう。」 紙類 ・布類等)

虫 虫 ムッシシ(3年)

1

・新聞紙を丸めたり筒状にしたりす ・っ くる虫のイ メー ジ化 のための ・材料 コーナーの設 置

る活動を楽しみながら、途中で現れ 発問 「その虫、何が好き?」 ・みんなの集めてきた材料紹介

丸めた新聞織を芯にしてゆ る形に触発され、既成の物にはない 「食べる物 は?」 「することは?」 ・資料 コーナーの設 置

かいな楽 しい虫を想像 してつ 思い思 いの虫の形をっ くってい く。 ・っくる虫紹介カー ドを作成し展示 構想 一 図鑑、絵本、参考作品

く る。
・飾りに使う材料を主体的に選ぶ。 した後、図鑑のよ うにまとめ る。 製作 一 張り子張りの見本各種

音楽が形と色に変わったよ ・ゆ ったり した呼吸、ぼんや りした ・具体的な形を描くことにこだわら ・形と色のイメージが浮かびやすい

(3年) 時間、体を横たえ瞑想的な曲を聞く ないような示唆を行う。 音楽の用意(BGM的 なもの、邦楽

音楽を聴いて抱いたイメー ことにより、心を解き放し、自由な 「目をつぶってじっと聴いてこら 曲、宗次郎などの現代音楽など)
ジを、絵の具を使うて自由に イメージを浮かび劫{ら せる。 ん。何かが見えてきて、描きた ・絨毯などを敷いた床』雑念が入ら

表現する。 ・形にとらわれず描く楽しさの経験n1く なうた らか鴫ナぱいいよO」
i

ず、音楽に集中できる空間の設定。
一

〇〇から来た友達(3年) ・つなぎ材として使う石膏と出会わ ・発問 「夏休みに採集して来たもの ・石膏 で遊 ぼ うコーナー

夏休みに出かけたところか せ、石膏で楽 しく遊ぶ。 からどんな友達が生まれそうかな。」 ・材料コーナー(竹 の皮、木材 など

らやって来たという設定を し ・夏休みの思い出を掘り起こし、日 「何という名前の友達なの?」 持ち寄りの材料と組み合わせる物)

て、そこで集めた自然材をも 常では得られない感動的体験に根ざ ・石膏に浸 した布の扱い方について ・技 術コーナー(選 択 した材料 等の

とに思いを広げてつくる。 した表現を引き出す。 実演し、理解を深めさせる。 組み立てに必要な道具 。技法紹介)

不思議な生き物一 ・自然材の形のおもしろさから発想 ・素材と深く関わりながら広げたイ ・技術 コーナー(イ メージ通 りに組 1

とげとげ○○(4年) 豊かにイメージを広げる0 メージを生き物の名前を決めること み立てられるよう各種技法の提示)

木切れにたくさん釘を打ち ・最初に釘打ち遊びを楽しむことに にようてつくるものを明確にする。 ・材料 コーナー(針 金、ノ1・枝、木片

イメージを広げて、他の材料 より、素材の特性を十分に味わい造 一 例(ト ゲ トゲ ドカ ドカ、チ ョ 布、紙類、段 ボール、 トイ レ ットペ

を合わせ新種の動物にする。 形感覚を活性化させる題材D コチ ョコ、 ノソノソ、 とろり) 一パーの芯など多様な素材の用意)

不思議な記念碑(4年) ・偶然にできた形からイメージを広 ・発問fあ る日、あるところに不 患 ・各種段ボール紙の用意

自由に切った段ボールを記 げることにより、直観的な造形感覚 議な記念碑が建うていた。太古の人 ・小さな接著面で も付きやすいホッ

念碑の ミニ チュアをつ くる意 を生かす。 類の遺跡か、あるいは宇宙人の残 し トメル トの用意(ホ ッ トメル トを使

図で組み立て、それを眺める ・素早く加工できる段ボールを使い たものだろうか?」 「記念碑ができ って組み立てて見せるO)

自分をつくり完成させる。 思いを容易に表現 し楽 しめる題材。 た ら眺 めている自分 をつ くろう。」 ・参考作品の展示

お もしろマ シー ン発明!? ・触れたことのない機械の内部を覗 ・発問 「もし夢がか なうな ら、どん ・図工便り等で不用機械収集の活動

(4年) くことによる未知の物との出会い。 なことをする機械をつ くりたい?」 ・材料コーナー(金 属類の廃材等)

機械的な物の形を想像し、 ・廃棄機械を分解 して素材を得る。 ・発明 カー ドを活用 して、援助のポ ・資料 コーナー(写 真、図鑑

廃材を利用して、平面 ・半立 ・おもしろい機械の映像を見せ、興 イントを把握する。 ビデオテープ等)

体 ・立体などで表す4 味 ・意欲を高める。 。 「作品コマーシ胸 をつけて展示す る。 ・組立 コーナー(特 殊工具等)

水のきらめきにつつまれて一 ・プール内の設備を利用して、流れ ・ 「夢 カー ド』一製作の構想等が か

一

・日常と違う空間演出一暗幕、よし

光と闇の不宙議な世界(5年) る水を使 うこと、 ブラックライ トに かれたものの活用により、児童の思 ず等で作られた路を通ることで別の
ペ ットボ トル、透明チュー 照らされた蛍光カラーとの感動的出 いを くみ取る。 世界へ来たという意義をもたせる。

ブ、竹などで水路を作り、色 会い等の新鮮な体験の提案。 ・ 「こんな もの見つけたよ」 コーナ ・グループの案に応じた製作場所

水の流れる空間を構成する。 ・竹1透 明容器での素材 ・技法体験。一で多様な発想や工夫を紹介する。 ・用具 材料コーナーの設置

ぼくらのかくれ家 ・秘密墓地 ・同一サイズのものをたくさん集め ・っくりたい部屋の希望ごとにグル ・材料収集の全校的呼びかけ

(5年) て組み立てて作るブロック積みのお 一プ化し
、互いのよさを認めあって ・材料 コーナーの設置

紙パック、空き缶等を建築 もしろさ、身近な物の意外な強度。 共同製作ができるよう支援する。 ・おもしろい建築物の資料

資桝に見立て、中にこもうて ・ミニサイズで はあ るが、実際に入 1・ モデルルーム展示場 とし、各部屋 ・技術 コーナーの設置

楽しめる部屋を共同でつくる。って夢を具現化する喜び。 を回って遊ぷ6 (丈夫な組立発見コーナー)
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(3)実 態調査について

研究を進めるに当たり,子 供たちが どのような気持ちの変化をたどりなが ら活動 しているの

かを探 りたいと考え質問紙法による調査を行 った。(調 査対象児童:都 内8校,3・4年680人)

3つ の質問を設定 し複数回答を認あて得 られた結果か ら,次 のようなことがわか った。

<質 問1>作 品をっ くってい く中で,や る気がお こるのはどんな時ですか?

子供の気持ちがプラスの方向に働 く時(よ り

意欲的な活動が認め られ る時)は,自 分の考え

やや りたいことがはっきりと見えた り,思 い通

りに進む,も っとよい考えが うかぶなど,自 分

の思 いを大切に している。 さらに,初 めての材

料や用具との出会い,自 由に選べることに大き 漿 整 器取h.暴譲 考毒 景…蓬議 睾 翫筆 蓋

な縦 もつている.欝lll灘1離ll望1諜
と た を た た が たた だ よ だ よ るに たて た て る貫 るがで や
き と と と と い とい と い と と い とい と が と きりき き

き き き き き き る き るき き るや

く質問1>作 品をっ くってい く中で,困 ったり悩んだ りしたの はどんな時ですか?

質問1と は逆に子供の気持ちがマイナスの方

向に働 く時(活 動が停滞 し意欲が失せて しまう

時)は,自 分の考えがまとまらない,思 った通

りに活動で きないなど,自 信が もてず自分の意

図す るものとの隔たりを感 じている。 さらに,

先生の話ではよ くわか らない,方 法が理解でき

ないなど,教 師の働 きかけの問題点 も見えて く

る。

〈質問皿〉豆で答えたことを,

x
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どうや って解決 しましたか?

子供が 自分の考えで迷 っている時,友 達と相談する,友 達の作品や参考作品,資 料,教 科書

等を見て考えるなど,自 主的に自力解決を しよ うとする姿があ る。材料 ・用具に関する困難に

おいて も同様で,別 のや り方を試 した り色々な材料で工夫 してみる,友 達 に分けて もらう,自

分で さがす という方向が示 されている。

以上の結果か ら,よ り魅力ある題材の開発 ・子供相互の関わ り合い ・教師の援助のあ り方な

ど考えなければな らないことがわか る。また,子 供の思いを成就 させ るためには物理的環境を

整える必要性 も高い。
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2B分 科 会 自分らしい発想を生か し,豊 かな表現力をはぐくむ指導法の工夫

{1)具 体的手だて

B分 科会で は,子 供の主体的な活動を中心に据え,一 人一人の発想を生か した表現に結び

っけるために,次 の3つ の方策を考えた。

①題材の開発 と提案の工夫

自分 らしさを生かせ る題材 とは,そ れぞれの感性や主体性の育 ちに応 じて,内 容や方法が

柔軟であ り,子 供たちが自らの発想に応 じて多様 な表現方法を選択す ることのできるもの。

柔軟性がある題材であるためには

・題材名の工夫(具 体的イメー ジを想起

しやすい,発 想が しやすい,構 想がた

てやすい)

・多様な操作が可能な素材の用意

・意欲の高揚や成就感が もてる題材

多面的表現方法でせまることができるには

・素材の もつ特質を生かせ る題材

・三次元的な構想がたて られる題材

・授業形態の工夫(個 別指導重視,TPO,

自己有能感が味わえる)

・評価の工夫(評 価が活動に生かせ るもの)

②心的環境 ・援助の工夫

B分 科会では,特 に対話による評価を重点 に研究を した。

ア 対話 による評価の生か し方

・その場その場で潜在的な感性 との結び付 きを見っけ,表 現の変容に生かす ことがで きる。

・適時,よ さを認め励ます ことによ り,製 作過程での意欲を持続 させ ることがで きる。

・対話の中か ら,自 分 らしさや,次 に向けての表現の課題をっかむために,表 現のよさに

気づかせ る。

・自己認識を したり,他 者の特質に関心を もたせたりするために,自 他の作品を見 る場を

つ くる。

・互いの作品を自由に鑑賞する場 を設定 し,相 互に作品のよ さ等を話 し合 うことによって,

他者への関心を もたせ 自分の表現に生かす きっかけとす る。

・個々の子供の言葉を通 して,即 時的に児童理解を深め助言の内容を工夫す る。

・その場その場での,表 現のつまず きに対応 して支援を行 うことで,子 供の表現活動を活

発化させ る。

イ 課題と留意点

・消極的な児童に対 しては,表 現意欲を喚起す る助言を工夫する必要があ る。
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・その子に応 じた言葉かけが必要であ る。

・子供の思 いを妨げないために,子 供の活動を見守 る姿勢の確立が必要である。

・平素,教 師と子供,又 は子供同士の信頼関係を築 くよ う努める。

③ 自分 らしい表現を知る手だて

ア 個々の表現欲求 とその手段の理解

表現欲求を認識するたるに

・思 ったことを具体化するための課題

に気づかせ る。

・好 きな技術技法に気づかせる
。

・製作過程で造形的な興味関心に気づ

かせる。

表現手段の発見や選択をするために

・固定化 した表現か ら解放 し,自 由に発想で きる

場を設定す る。

・経験 して きた表現方法,技 法などを呼び起 こす。

・様々な素材,材 料の準備により,多 様な表現方

法を選択で きるようにす る。

イ 自分らしい発想を生かせる表現をするための条件設定

・一人一人の表現を認め合 う環境

・発想を具現化 していくたあの教

師の支援

・多様 な材料 とのかかわ りや素材との触れ合いの経験

・題材 と十分にかかわることによる成就感の積み重ね

ウ 児童の実態調査結果の活用

表現に結びつけるまでの手だて

・低,中,高 学年 における表現欲求の傾向を把

握 し,題 材 に生かす。

・個々が必要 とす る材料や用具の把握を し,題

材に生かす。

・製作後の関心意欲 はどうだ ったかを知 り,題

材に生かす。

・や りたいことや関心のあることを調べて,題

材に生かす。

・先行経験 と欲求の関係を知 り,個 別評

価 に生かす。

・子供の特性を知 り,対 話での評価に生

かす。

{2)具 体的な題材と主題にせまる指導の手だて

① 低学年での取り組み

題 材 名 豊かな表現力をはぐくむ手だて

ひ もでどんなこ

とがで きるかな

自由にひもで遊び,で き上が った ものか ら発想や構想を して,線 面,

立体にと らわれず,自 由な表現を引き出すための学習の場を設定する。
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児 童 材料か ら受けた初発の構想 感想 ・新 しい構想

000

・どこまで も
,の ば して みた い。 ・学 校を ,ひ もで巻 いて みた い。

・お くじょうの かな あみ を ,ゆ わ いて

みた い。

△ △ △
・ぐる ぐる巻 きに してみ た い

。

■

・お うち ,っ くって みた い。

・てつぼ う,ま いて みた い。

②高学年での取 り組み

題 材 名 豊かな表現を育む手立て

こんな世界があったらいいな
イメージした世界を,素 焼 した器(地)の 中に,自 然材

を生か して,身 辺材を工夫 しなが らっ くりあげてい く。

感想 カー ド例 ○題材名rこ んな世界があった らいいな』

①できあが った作品について考えてみよ う。(あ てはまるものに○ と考えを書 く)

㊦思 っていた以上に うま くで きたところ(草 を入れることがで きた ・飾 りを多 くできた)

㊦ 自分で気に入 っているところ(カ ップの中に,ビ ー玉を入れている)

㊦少 し失敗 した ところ(山 の形)

・気に入 らないところ()

②今回の作品をっ くったことを生か して,今 度 はどんなことを してみたいか考えてみよ

う。

○や ってみたい題材r自 由工作 』

○生か してみたい技法や材料()

③友達のつ くっているところや,で きあが りを見て感 じたことをかいてみよ う。

いろいろな形やようす(い ろいろな工夫がで きている)
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IV実 践 事 例

題 材 名 「テ ー プ をな か まに,ぽ う けん の た びへ 」2学 年(B分 科 会)

1題 材設定の理 由

子供たちの発想 は,ど のよ うな条件で豊かな広が りを見せるのであろうか。そ して,そ の発

想を造形的に表現す るとき,ど のような思いが生まれ,変 容を重ねてい くのだろうか。個性を

重視 し,豊 かな表現力を育成す ることを求め られる今日,図 画工作科の授業に必要な ことは,

子供たちに対す る素材や活動の提案であることにとどまらず,そ の子 らしいイメージを引き出

す きっかけとなるようにす ることである。 また,イ メー ジを表現す るための構想や表現内容や

方法を幅広 く許容で きる題材名の工夫が重要であると考え る。 この ことは,で きるだけ表現内

容の枠を外 し,子 供の発想 と表現欲求に対応で きる言葉かけや教室環境の設定などに,柔 軟な

教師側の援助が求め られているといえよう。

今回の研究授業では,低 学年の子供たちに,自 分の思いと表現欲求を生かす手立ての一つと

して,平 面 ・立体 にこだわ らないで,自 由な空間に自分 らしい表現を見つけ出す ことを目標 と

した指導を行 うことをね らいにしている。

そこで,実 践1(4時 間扱 い)で は,材 料に触れて自分の思いで発想を広げ造形活動をする

ことをね らいと した題材名 「どんなことがで きるかな?長 いテープを使 って」を行 った。また,

実践2(4時 間扱 い)で は,画 用紙 に穴を空けた り,思 いのままにっなげた り,画 用紙の色や

材質を自由に選んだ りすることを通 して,表 したい世界の イメージや空間のイメー ジを徐々に

捕えて いくことと,で き上が った作品の鑑賞 を通 してそれぞれのよさに気づ くことをね らいと

した題材名 「のぞいたあなは,ぼ うけんの世界!っ ないで ・ひろげて」を先行経験と して行 っ

た。 その結果,児 童の表現欲求 に応え,更 に児童の発想 と表現欲求を実現す るために本題材を

設定 した。

2題 材のね らい

・グループで冒険の世界の入 り口をつ くることを通 して,表 現 したい世界のイメー ジをふ く

らませ る。

・材料を もとにそれぞれの発想を生か し,造 形的な基礎技能を育てる。

・出来上が ったお互いの世界の中で遊び,そ れぞれのよさを味わう。

3準 備 教師 荷作 り用平テープ,紙 テープ,P・Pテ ープ,紙 パ イプ,体 育用具,絵 の

具,ス チ レンボー ド,サ インペ ン,ダ ンボール箱,カ ッター,カ ッター板

児童 はさみ,セ ロハ ンテープ,身 辺材。

一一12一



4学 習の流れ (6時 間扱い)

A豊 かな造形感覚をはぐくむ手だて B豊 かな表現力をはぐくむ手だて

イ

メ

1

ジ

【
表

現

/
ま

と

め

児 童 の 活 動

・出かけてみたい冒険の世界をイメ._..ジす

る。

「あなの中をのぞいて ごらん,ど んな

世界が見えるかな?」

・ワークシー トの次のページに絵にかきな

が ら,思 いを膨 らます。

・つ くりたい世界をグループで話 し合い,

入 り口をつ くる。

・入 り口の場所をグループで決め,入 り口

を抜 けた り,冒 険の世界に住む生き物を

イメージした りす ることを通 して,表 し

たい世界を発想す る。

・グループで,材 料を もとに表現 したい世

界を話 し合い,確 認 し合 う。

・それぞれの思いに合 った材料を選び,ま

わ りの環境を生か して結んだ りっなげた

り して,っ くりたい世界 をつ くってい

く。

・出来上が ったお互いの世界の中で遊び,

それぞれの よさを味わ う。

・次回,続 けたいことや,思 いつ いたこと,

またやりたいこと等を発表す る。

主 題 に 迫 る 手 立 て

B自 由なイメージが広が るようにワー

クシー トを与える。

穴はカッタノ ○
で切 り抜 く

AB発 想 を引き出す言葉かけ

「入 り口を抜 け るとそ こは冒険の

世界どんな世界が広が っているのか

な?」

B用 意 した材料,用 具などを紹介 し,

意欲を高める。

AB各 グループとの対話によ り,子 供 た

ちの思 いを引き出 し,表 現 に結びつ

く援助をす る。

B表 現に必要な技法や,素 材の生か し

方を対話による評価を通 して気付か

せ,表 現が広が り深まるよ うにす る。

AB他 の グループの活動に興味を もたせ,

相互関係を高めるとともにそれぞれ

の表現 にいかせ るように助言す る。

B各 グループとの対話を通 して,今 回

の学習の中か ら子供たちの思いを汲

み取 り,次 回の題材に生か してい く。
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5考 察

今回の実践1・2を 踏まえた本題材の学習において,子 供たちは材料を もとに平面 ・立体に

こだわ らない 自由な空間に,様 々な表現の変容を見せて くれた。 このことは紐材を使 った活動

において,「 テープをどこまで ものば していきたい。 」などの衝動的な行為の喜 びから,鉄 棒

や金網 にテープをつなげてい くことを経て,「 お うちにしてみたい。」 「かい じゅうのすみか

をっ くる。」などの具体的イメージが広がり,子 供たち自身の意志で課題をっかむ ことができ

たことが理由の一っと してあげ られ る。そ して,具 体的な表現の欲求が子供たちの活動を通 し

て自然な形で発生 した ことも二っめの理由として あげ られ よう。 また,対 話を通 して子供の思

いを掘 り起 こす手立てで は,「 紐 と一緒に出発!冒 険の旅の行 き先はどこかな?」 の問いかけ

に,「 くものお うち」か ら 「蜘蛛の巣の世界」や,「 電線」か ら 「雲の上」そ して 「鳥の世界」

などへ思いが膨 らみ,よ りダイナ ミックな空間へ と広が りを見せ ることができた。 このような

主体的な活動にっなが った理由と しては,グ ループ編成を工夫 した こと(学 級担任との連携が

不可欠である)と,つ くりたい世界 に対す る子供たち一人一人の思 いが,入 り口を作る先行経

験 によって強 く引き出 されていた結果と言えよう。

海の世界の入 り口は,銀 色の大 きな岩です。
}Ψ欄臨 蟹

F5

,盛鳶 偏憲

薄興襲 鮮
・鵯

鳥のお うちの入 り口はフラフープ.

「鍵を付 けて魔女は入れな くするの」

中央 は,鳥 の巣の入 り口と,夕 焼け空。

手前は,蜘 蛛の巣の世界が広がってきたところ。
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題材名 「空か らのお客 さま」 第3学 年(A分 科会)

1題 材設定の理由

中学年では,自 分 らしい表現をす ることに大きな喜びを感 じるようになって くる。また,他

者を意識する気持ちが強 くなり,人 間関係に広が りがみ られ るようにな る時期で もある。本題

材では,子 供の 「不思議な出会い」への期待や願望を形 として表現することをね らいとした。

素材 とした発泡スチ ロールは,日 常生活の中で多用 されており,手 に入 りやすい材料である。

切断す る,折 り取 る,穴 を開けるなどの加工が容易であり,接 着 も楽である。発泡 スチロール

を組み合わせ,付 け加えて行 くことで,イ メージをふ くらませ,子 供一人一人の造形感覚を生

か し,願 望や夢を形と して表現 し,楽 しむことができると考えた。 また,既 製の水彩絵の具と

併用 して,低 学年での色遊びの経験や日常生活の中で,食 べたり,使 った りしている ものか ら

色を探 しだ し,自 分の絵 の具をっ くることで色彩についての興味,関 心を刺激 し,豊 かな色彩

感覚をはぐくめ ると考えた。

2題 材のね らい

・素材の特性を生か して,想 像力を働かせ思 いをふ くらませなが ら表現す る。

・いろいろな角度か ら見なが ら,大 きさやっ り合いを考えて,立 体的な表現を工夫 し,自 分

のイメージに近づける。

・絵の具づ くりを様々に試す中で,発 想を広げなが ら,製 作する喜びを味わ う。

3準 備

教

児

師1ス チ ロール カ ッター,電 動 糸 の こ,千 枚通 し,針 金,竹 ひ ご,ア ラ ビア糊,

イ ンクベ ら,絵 皿,予 備 の スチ ロール材料,参 考 資料

洗剤(つ くった絵の 具を ス チ ロー ルに塗 りやす くす るため に使用)

童:ス チ ロール材料,カ ッター ナイ フ,接 着剤,絵 の具,絵 の具 づ く りの材料

児 童が集 め た材料

花 野菜,果 実,カ レー粉,ジ ュー ス,イ ンス タ ン トコー ヒー,

ケ チ ャ ップ,ソ ー ス,醤 油,土,粘 土,チ ョー ク
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4学 習の流れ(10時 間扱い)

A.豊 かな造形感覚をは ぐくむ手だて B.豊 かな表現力をは ぐくむ手だて

児 童 の 活 動 主 題 に 迫 る 手 だ て

構 ・アイ デア スケ ッチをす る。 A・B児 童の イメージが広が るような

想 「ふんわ りした雲の上にいるんだよ」 題材名を提示 し,話 をす る。

・スチ ロール カ ッターで切 る ABス チ ロール カ ッター な らで はの表現

表
「す ごい,な んで切れるのかな」 方法を知 らせ る。

現

1

・材料を組み合わせ,接 着す る A児 童が使い方を工夫できるような素

( 「これを耳に したら面白そ うだな」 材を用意する。
形
つ

く

k

「天井から下げると感 じが出てるね」IA製 作過程の作品を随時展示 し 児童

ε
「か らだの と ころに もっとっ けてみ よ う」 がそれぞれの イメージを確かめ られ

1
「赤 く した ら・ か っこいいか な」1る よ うにす る・

・集めた材料で,絵 の具づ くりをす る。 A身 近な材料 による絵の具づ くりで,

「絵 の具 って,何 が入 って いるんだ ろ う」 彩色への意欲を高める。
表

現

皿
材料+洗 剤+ア ラ ビア糊 ⇒ 絵の具

(

色
つ

く

「ぼ くの絵 の具 は,カ レー味だ よ。 」 AB児 童 の表現が深 まるよう,色 々な絵

?
「コー ヒーの絵 の具 は,い いにお い～ 」 の具づ くりの材料の使い方を提示 し

色 ・形に合わせて,彩 色す る て い く。

ぬ

2 「服の色はお花の絵の具に しようかな?」 A児 童の意欲を高め,イ メー ジがふ く

「ち ょっと,ち が うか な,付 け足そ う～ 」 らむ ような言葉かけをす る。

「で きた～,つ る してみ よ う」

・場所を考え,飾 り付ける A児 童それぞれが,イ メージに合 った

鑑 「どこに,か ざろ うかな?」 場 所 を考 え,展 示 で きるよ う支 援す
1

「ぼ くは校庭のイチ ョウの木に しよ う」

賞 ・感想を話 し合 う

「君のは,宇 宙船みたいで,す ごいな!」

る 。
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5考 察

子供にとって,発 泡スチロールは低学年か ら使 って きた素材であるが,自 分のイメージに合

わせて,ス チロールカッターで切 ることに,魅 力を感 じていた。なめらかな切断面 と曲線でつ

くられ る形を組み合わせていた子供が多か ったが,抵 抗感の無いスチロールカッターよ り,カ

ッターナイフで切 ることを楽 しんでいる子供 もいた。 イメー ジに合わせて,子 供 は様々な形の

組み合わせ方を試み,自 分な りの工夫を していった。

また,絵 の具づ くりという未知の製作方法との出会いか ら,色 をっ くり出す中で大きな喜び

を感 じることがで き,新 たな発想の展開へ とっなが った。

また,製 作過程の作品を展示 し,そ れぞれが 自分の作品と対話 しなが ら,随 時イメージを確

かあ られるように した。 これにより,自 分の作品に愛着を もち,思 いを形 としてふ くらませて

い くことができた。さらに,友 だちとの表現の違いに気付いていたとい う声 も聞かれた。

ぼ くの お客 さま

お りてきて～

舗 輪メ
藻 軽1幾
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題 材 名 「南 の 国 か らの お く りものr形 に変 身!か ざ りに 変身!」

第4学 年(A分 科 会)

1題 材設定の理由

日本では,古 来か ら藤つるを利用 して,籠 を編んだり,武 器類の柄巻 き,布 に織るなど様 々

に重用 されてきた。 しか し,現 在で はその利用価値 も減少 し,入 手 も困難であ る。そこで,同

じっ る性の植物 「籐」を子供たちと出会わせ,造 形活動に生か してみたいと考えた。

子供たちは,新 しい ものに実に敏感に反応す る。籐 とい う目新 しい素材は,Y植 物なのに

(刈 り取 ってあるのに,乾 燥 しているのに…)柔 らかいhと い う点でまず興味をひくであろ う

と思われ る。そこで,そ の柔軟性を利用 して遊ぶ中で様々な形が見 いだせることに気付かせ,

「もの」へ作 りかえていく過程を楽 しませたい。

籐 は,ま とめて束ねる ・ね じる ・編むなど手を加えるとかな り強 さを増すが,1本 では意外

なほどの しなやかさがあ る。量が増え るほど形の固定や接着等で,多 少の困難 もあるが,子 供

自身の発想で工夫 し表現させていきたい。さ らに,そ れぞれが作 りだ した形をよりア ピールす

るために,子 供 たちの身の回りから,付 け加える材料を集め させ,組 み合わせを工夫 した飾 り

物へ と発展 させたい。 これらの活動を通 して,子 供たちが様々なものを素材 としてとらえ られ

るようになると考え本題材を決定 した。

2題 材のねらい

・積極的に材料 と関わり,思 いっいた造形遊びを楽 しむ ことがで きる。

・籐の もっ性質を利用 し,束 ねた り,丸 めた りして新 しい形 をつ くることがで きる。

・身近 なところか ら素材となるものを集めたり,自 分な りの工夫や試みを通 じて,豊 かな発

想をふ くらませる。

3準 備

教 師:籐,ラ フィヤ,針 金,糸,接 着剤,接 着テーブ

身辺 にある材料

児 童:各 自が籐 と組み合わせるために見っけた物

(リ ボン,毛 糸,布,ビ ーズ,ボ タン,木 の葉,

はさみ,ペ ンチ,そ の他 の

木など)
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4学 習の流れ(8時 間扱い)

A一 豊かな造形感覚をは ぐくむ手だて B一 豊かな表現力をはぐくむ手だて
'

児 童 の 活 動 主 題 に 迫 る 手 だ て

陰

素

材

と

の

出

会

い

〈南の国か らのお くりもの 〉

・藤棚の下でつ る性の植物を観察 した後

籐 で遊 び,形 への イメー ジを ひろげ る

「くね くねまが る木なんては じめて」

「まげてもおれないなんてふ しぎだな」

「つるつる していてときもきれい」

「弓矢を作 って とば してみたよ」

「昔のネ ックレスや うでわみたい」

A題 材名を一度に与えず段階を追 って増

やす形で提示 し,各 段階におけるめあ

てがわか りやす くなるよ うにする

A「 籐」に関す る 「ミニ知識 コーナー」

を作 ってお く。

A新 しい素材との出会 いを十分に楽 しむ

活動を保障す る。

表

現

〈形に変身!〉

・思いのままに籐を操作 しなが ら,自 分

のっ くりたい形を探 しだす。

「わっかをっないでいった ら自分の身長

よ りも高 くな っち ゃった」

「わた しはラ ンプをイメージ したの」

「あみ こみの くびかざりきれいで しょ」

〈かざりに変身!〉

・集めた材料 と籐を組み合わせて,飾 り

をつ くる。

「籐 と何を合体させ ようかな」

「きれいな色のテープを使 ってみよう」

「モールをまいて もいい?」

「ビー玉をっけたいな」

「鈴をつけると音 もす るよ」

AB自 由な活動を通 して見いだ した形や各

自のイメージが生かせるように助言す

る。

`

AB接 着 させ るための要求 に即 して適切な

材料が選べ るように してお く。(ラ フ

ィヤ,針 金,接 着 テープ等)

Aカ ー ドを利用 し,さ らに児童の思いを

探 る手立てをとる。

AB発 想の広が りに応 じ図工室の他の素材

も自由に使えるよう準備 してお く。

AB表 情やつぶやきか ら児童の要求を くみ

とり適 切な援 助がで きるように努め

る。

ま

と

め

・ 「作 品 コマ ー シャル」 と して 自分の作

品 につ いて 発表 しあ う。

AB一 人一人の表現の違 いを認め,そ れぞ

れのよさをほめ,共 に作品のよさを味

わ う。
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5考 察

子供 にとって新 しい素材 との出会いは大変新鮮で興味深 いものである。従 ってその ものと十

分 に関わ らせ ることにより,子 供の興味 ・意欲はより高あられイメー ジも大きく広げ られ るこ

とがわか った。子供 はまず籐を身にまとい 自分の体を装飾するところか ら出発 し,始 めは具象

的な形を追求 していたが,や がて様 々な形へ と変え られることを発見 していった。そこか らひ

とっの気 に入った形を連続させた り,新 しい形を接続させ ることによ り一人一一人が異なる自分

だけの形 を追求す る姿がみ られた。

しか し,次 の段階では自然材と組み合わせに何が適するのか という課題が残 された。接着場

面では始め手軽な針金や接着テープを使 っていたが,次 第にラフィヤ(乾 燥 させた草)へ と変

わって いった。これは結ぶとい うめんどうな作業を通 してで も融合す る感 じを大切に したたあ

であ ると思われる。 しか し,子 供の身近にあ る材料 は人工物が多 く,

素材を生かす ことよりもそれ らを扱 う楽 しさに走 りがちである。 そこ

で、互いに生かすよ うな素材に対す る感覚を育てていかなければなら

ない と感 じた。

きれいな色の

・テー一プ も一緒に

ビンにさしてみよう

学習の段階ごとに

灘欄描嚇1
へ15こ んる あさめ

.た が蜘 も
い・IJ'叫 →ひ13い 伽 も、し育～

r'r+

凶 勧 肱 、副

ソボ レ謬盟

自分丁もでkl㌧斎
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題 材名rこ んな世 界 があ った らいい な」 第5学 年(B分 科 会)

1題 材設定の理 由

題材名を見 ると,発 想の広が りを期待 させ る言葉であるが,高 学年の子供に とって はこの

主題を絵に表す ことに抵抗感をおぼえることが多 い。その背景には,高 学年 と しての発達の

段階か ら,よ り具体的で現実的な本物 らしい表現への欲求への表れがあると思われ る。

イメージは浮かんで も,思 ったように形 に表せない,前 後 の関係や遠近の構想が立 たない,

本物 らしい感 じや,表 したい雰囲気が出ないなどか ら,発 想が消極的にな ったり,自 信を も

って表現を進め られないという子供 も多 くいる。

今回の研究主題 とB分 科会テーマを受 けて,子 供たちの表現を主体的な ものに近づけてい

くために,本 題材 はイメージした世界を平面 に閉 じ込めず,立 体の中で実際 に作 ってみるこ

とに した。可塑性のある陶芸用粘土を使い,先 ずイメー ジした世界のr地 』(器 と しての形

を作 る。その中に,自 分が,「 あ った らいいな」と思 う世界を,実 際の自然の植物や木々,

身辺材,紙 粘土な どを選び,組 み合わせ,加 工 したりしてイメージを広 げていきなが ら,自

分の思いを生か した世界をつ くり上げるものである。

大きさに規制のあるr地 』の上に,子 供たちがどんな思いを,素 材 を通 して広げてい くの

か実態調査を もとにしなが ら子供一人一人の思いを教師が読みとり,支 援 してい くことで研

究主題 テーマに迫 ることので きる題材を考え設定 した。

2題 材のね らい

・題材名か ら自分のつ くりたい世界への思いを もっ。

・粘土の扱 いに慣れ,つ くりたい世界の土台であ るr地 』をつ くる。

・イメージした世界を具体化するために,素 材を選択 したり,組 み合わせた り,加 工す る。

・素材か らイメージを広げていき,中 の世界を自由にふ くらませてい く。

・自分 らしい表現を大切にす るとともに,友 達の世界の面白さや工夫 しているところなどを

感 じ取 る。

3準 備

教師;粘 土(一 人2kg位)粘 土ベ ラ ・粘土板 ・粘土のべ棒 ・粘土用接着剤 ・枝 ・木切れ

・紙粘土 ・色の付いた砂 ・発泡スチロール ・ビー玉 ・おは じき ・蛍光塗料

児童;自 然物(土 ・砂 ・石等)・ 身辺材(魚 の骨,卵 の殻,ビ ー玉,お は じき等)
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4学 習の流れ(8時 間)

A一 豊かな造形感覚をは ぐくむ手だて B一 豊かな表現力をはぐくむ手だて

つ くってみたい世界のイメージを もつ

・どんなr地 』にするといいか。

・中にどんな ものを植えた り,立 てた

り,飾 った りす るか

自分で準備できる材料について考える

陶芸用粘 土 を使 って,イ メー ジにあ っ

たr地 』をつ くる。

粘 土の厚 みや,接 着 の方 法 を理解 して

製作 す る。

(険 しい山,湖,滝 ピラ ミッ ド,建

物,塔 等)

素焼 きしたr地 』の中にいろいろな素

材を使 った り,加 工 して中の世界を広

げてい く。

友達の作品の面白いところを見て,自

分の作品に取 り入れたり,工 夫 しなが

ら世界を広 げて いく。

AB題 材名か らの発想 を楽 しみ,

を もたせる。

意欲 ・関心

「こんな世界があったらいいな」下線部

に意識 をもたせ る。

AB教 師の用意 している材料,素 材,道 具を

示すことにより,作 りたい世界の構想を立て

やす くす る。

で きるだけ多 くの素材,材 料を用意 してお く

B作 りたい形や,考 えていることを聞 き,

その子に応 じた技法を示 してい く。

ABビ ー玉やおは じきなどガラス性の ものが

素焼 きの段階で溶けることを示す(火 の力に

よる変化に気づかせ,発 想をふ くらませ る)

B植 物等は育ててい くと生長 し,広 が って

い くことを示 し,自 然物と人口物 との対比や,

素材の組み合わせ による意外な面白さなどを

児童の作品の中か ら紹介 してい く。

B他 の作品の面白さに気づかせ,

界に生か してい く。

完成 した作品を全員で鑑賞 し,製 作途B児 童の感想や,本 題材を もとにして次に

中 も含めて,感 想カー ドに記入す る。 何を したいかを知 り,次 題材に生か してい く。
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5考 察

いっ もは,消 極的な表現 しかできない子供が,こ の題材では黙 々と自分の世界 に熱中 して

いた り,イ メージがわかないと悩んでいた子供 も,土 を入れ,一 本の草を植えた り,ビ ー玉

一個を山の上に置 くことか ら様々な発想を広げていった。全て現実の物を実際に組み合わせ

ていけることが,表 現を活発に主体的なものに していけた要因だと考える。 しか し一方で は

初めのイメージがはっきりしす ぎていたため,固 執 しす ぎて,発 想の広が りがみ られず単調

な作品にな った子供 もいた。そこには,他 の作品の気 に入ったところを取 り入れるという考

え と,真 似をす るとい う葛藤があ り,表 現の 自由 さが奪われた面があった。

他の作品の気に入 ったところを ヒン トに して 自分の表現に生か していくとい う意識 を,子

供同士の関係は勿論の こと,教 師の言葉かけの中により心掛けていかな くてはな らないと痛

感 した。

※(参 考作品)
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V研 究のまとめと今後の課題

1A分 科会 における成果 と課題

○体験的な内容を重視 した題材 を設定 した ことは,新 鮮な出会いや製作への期待を表す子供

の喜びの表情を生み,意 欲的な製作へ と発展 した。

○子供の思 いに寄 り添い,共 感す るよう心的な環境 援助の工夫に努めたことにより,子 供

は自分の思いや造形感覚に自信を もち,自 分のよさを認め,成 就感s満 足感を味わい造形

活動す ることがで きた。

○学習環境の整備を多角的にとらえ工夫 したことにより,様 々な周囲の事象か ら触発され,

より豊かな創造力を発揮 し,造 形活動をす る子供の姿が見 られ るようになった。

○具体的手だての三本柱をもとに,授 業改善の視点をはっきりす ることがで きた。

口提示す る材料については,子 供の思いや造形感覚を更に生かせ るように,材 料の種類や量

及び子供の発達 に応 じた提示の仕方等を考慮 していく必要がある。

2B分 科会 における成果と課題

C柔 軟で多面的な表現方法か ら造形活動で きる題材の開発と提案方法を工夫することにより,

その子 らしい発想を生か した様 々な試みや表現が見 られるよ うになった。

○対話による評価を生かす ことにより,個 々の子供のつまず きや要求を随時確かめることが

で きたため,子 供が意欲を持続 させなが ら表現に取 り組むようになった。また,他 者の表

現のよさにも関心を もち,自 分の表現 に生かす姿 も見られ るようになった。

○表現欲求に基づ く課題を明確にすることによ り,自 分ので きそうな ことややってみたいこ

とを確かめ,積 極的 に作品に表現 しようとする姿が見られ るようになった。 また,次 の題

材への意欲を高め ることがで きた。

口個 々の子供の表現欲求に柔軟に対応す るとともに,題 材開発を含めた多様な学習指導と評

価の方法の研究を継続させ,子 供本来の表現 について,深 く追究することが必要である。

3研 究のまとめ

今回の研究では,子 供の思いを生か し 「豊かな造形感覚をはぐくむ」手だての追究と,子 供

の内発的な表現欲求 に基づいた 「豊かな表現力をは ぐくむ」手だての追究がなされた。二っの

分科会における取 り組み は,相 互関連させ深めてい くことにより,真 に子供の思いに根差 した

豊かな表現を実現することが分 った。今後 は他の視点か らも子供の思 いや願 いを見とり,子 供

のよさが発揮で きる授業づ くりへの方策を追究 し,授 業改善を進めることが重要である。
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